
点検・評価基準：

点検・評価項目

（１）教育の理念・目標

①    学校の理念，目的・目標や育成する人材像が明確となっているか

②    学校の理念，目的・目標が社会のニーズに合致したものとなっているか

（２）学校運営

（３）教育活動

②    成績評価や進級，修了の判定基準は明確となっているか A

③    成績評価や進級，修了の判定基準が適切に運用されているか A

④    教員の指導力向上のための取組が行われているか A

④    生徒、入学志願者及び経費支弁者に対して、理解できる言語で情報提供を行って

いるか
A

⑤   外部からの情報収集に怠りはないか、またそれを共有化する仕組みとなっている

か
A

① 教育理念等に沿った教育課程が体系的に編成されているか A

A

①    学校の運営体制が日本語教育機関の告示基準を満たしているか A

② 学校の理念や目的に沿った運営方針や事業計画が策定されているか B

③ 組織運営や人事，財務管理に関する規定や意志決定システム，コンプライアンス

体制が整備されているか
A

教育機関自己評価

日本語教育機関アカデミー・オブ・ランゲージ・アーツは、以下の項目につき点検・評価を行いましたの

で、ご報告いたします。
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各項目を4段階（A：達成されている又は適当である B：ほぼ満足のいくものであるが、一部に改善の余地

がある C：改善の余地がある D：改善が必要である）で評価する。

 本校は、日本語教育を行う語学教育機関として設立されて以来、学習者が日本語を学習する目的を重視

し、この目的達成の手段としての語学教育を行ってきた。学習者の目的は、就職、進学、日本での在留等多

岐に亘るが、学習者は日本語を習得して、それぞれの目的達成を目指している。本校は、これに寄与できる

語学学習カリキュラムを作成し、学習後の目的達成に必要と思われる日本語コミュニケーション能力の付与

のみならず、その関連知識と情報の提供にも努める。また、単なる語学教育に留まらず、学習者の留学生活

の指導及び支援、就職支援、進学支援も行う。

A



（４）学修成果

① 生徒の日本語能力の向上が図られているか，適切に把握しているか

（５）生徒支援

① 生徒に対する学習相談や進路に対する支援体制が整備されているか

② 健康管理や日本での生活指導などへの支援体制が整備されているか

③ 日本社会を理解し、適応するための取組みを行っているか

（６）教育環境

（７）入学者の募集

（８）財務

（９）法令遵守

③ 財務について会計監査は適切に行われている A

④ 財務情報の公開の体制はできているか A

⑤ 授業料等は適切か A

① 中⾧期的に財務基盤は安定しているか A

② 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか A

② 入学者の募集時に学校情報は正確に伝えられているか， A

③ 入学選考基準及びその方法が明確化され、適切な体制で入学選考を行っているか A

④ 募集資格と条件が入学希望者に対して理解できる言語で用意されているか A

② 学習効率を図るための環境整備がなされているか B

③ 教員・職員の執務に必要なスペースを確保しているか A

① 入学者の募集は適切に行われているか A

⑤ 感染症の発生時や重篤な疾病、傷害があった場合の措置を定めているか A

⑥ 防災や緊急時における体制が整備されているか B

① 学校の施設・設備が十分かつ安全に整備されているか， B

④ 卒業または修了後の進路を把握しているか A

A

A

A

④ 入管法上の留意点について、生徒への伝達・指導等を的確に行っているか A

⑧ 日本語能力を試験等により判定し、適切なクラス編成を行っているか A

A

② 生徒の進路を適切に把握しているかといった観点 A

③ 成績判定結果を的確に生徒に伝えているか A

⑤   教育課程の改善のための取組が行われているか A

⑥ 教育目標に合致した教材を選定しているか A

⑦ 授業記録・成績及び出席簿を備え、正確に記録をしているか A



① 出入国管理及び難民認定法令及び各種関係法令等の遵守がなされているか

（10）地域貢献・社会貢献

① 日本語教育機関の資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか

② 生徒のボランティア活動への支援を行っているか

③ 公開講座等の実施などの取組を行っているか C

③ 自己点検の実施と改善及びその公開を適切に行っているか A

④ 出入国在留管理局、その他関係官公庁への届出、報告を遅滞なく行っているか A

B

B

A

② 個人情報の保護の取組を行っているか A








